
2 0 2 4

第 44 回

主　催　富士宮市・富士宮市教育委員会

第
　　　回
44





展示風景・目次

日本画 … p14

工芸 … p22

書道 … p32

写真 … p44

洋画 … p2



洋 画

静岡県油彩美術家協会　常任委員

片岡敬子

　出品点数は 60 点。今年の洋画部門は、油彩画、水彩画、アクリル画、切り絵、工芸的
な表現のものまで作品が揃いました。また、作品内容は人物、静物、風景、イメージ画
など画題も様々で各々のこだわりが顕著に出ていたように思います。このように自分の
視点を大切にして表現に向かっている作品たちを前にして審査は非常に悩ましかったです。
　今年の審査基準は、作者の感動が伝わる「絵づくり」がされているかどうか。感動を
画面上で再現させるために工夫しているか、挑戦しているかどうかを基準に審査させて
いただきました。作品の大きさや素材の選び方、構図、表現方法を考えることで、描い
た世界は大きく新たな様相を生み、さらに受け取った感動を広げていく可能性を秘めて
います。
　展示されている作品一枚一枚の中に、こだわりや思い入れがあり、一生懸命制作され
たものであることに違いありません。そして更に…自分の感動にどれだけ正直になり、
目の前の事象の写し取りだけでなく、作者の「感動の在り処」が作品に反映されている
ことが、見る者を惹きつけるのではないでしょうか。
　混沌とした時代でもあり、価値観が多様化していく最中、自らの感性、感動をしっか
りと受け取り、試行錯誤しながら制作に励んでいただけたら、おのずと「大切な一枚」
になるように思います。
　どうぞこれからも、日々、目に映る世界を新鮮な気持ちで見つめる機会をもち、受け取っ
た感動を描ける喜びとともに作品づくりを楽しんでください。

記憶の点綴
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洋
画
の
部

芸術祭賞

牧牛
横田節子   上柚野

　色彩の豊かさ、透明感が際立っていま
す。主役である「牧牛」が画面にシンプ
ルに配置され素朴なあたたかさと安定感
があります。遠くに見える牛の群れの表
現は適宜、省略されていて、画面上で主
役と脇役の役割が明確に考えられた絵づ
くりが成されています。現場でモチーフ
と向き合い、その瞬間に受け取った感動
が生き生きと表現された素直な作品です。
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優秀賞

緊張と、ときめきと。（初めての発表会）
岡本治正   東阿幸地

　非常に丁寧に描かれた秀逸な人物画で
す。画面の隅々まで意識が行き届き、色
彩も絵の具の重なりも丹念に作り上げて
います。混色されたグレイ調の色彩でま
とまった画面は作者の力量がうかがえる
一枚です。
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洋
画
の
部

岳南朝日新聞社賞

雪吊の兼六園
大塩和子   北山

　一面に広がる雪の世界が、どこかあた
たかく、やさしい景色として映ります。
　日頃から庭園を手入れする人の気配と、
厳しい自然との調和が、雪景色を通して
伝わってきます。
　雪の陰影の表現も繊細で、色合いも工
夫の跡が随所にみられます。淡いグレイ
の色巾を出しながら、紙の白さを上手く
生かして描かれています。
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奨励賞

阿吽の呼吸
遠藤歳子   源道寺町

　二体一組の金剛力士像が一つの画面に
上手く構成されています。背景の表現も
ひとつの世界観を意識して創り上げてい
て、非常に力量のある作品です。
　茶褐色で全体をまとめ上げていますが、
色彩の美しさ、味わい深さがあり、見る
ほどに魅力がにじみ出てきます。

奨励賞

走れメロス、富士はまだ赤いぞ！
若林和司   野中

　太宰治の小説から想起されたイメージ
をテーマにして、赤富士が泰然と描かれ
ています。
　作品タイトルのメロスの心情とは逆に、
大きな画面にゆったりとそびえ立つ富士
は、我関せずとした様子にも見えます。
　燃えるような赤い色彩が魅力的ですが、
手前のメロスの表現も負けていません。
作品全体のバランスを今一度考えてみる
と、同じテーマで新たな表現が見つかる
かもしれません。想像力を楽しんでくだ
さい。
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洋
画
の
部奨励賞

growth（成長）
真野まき子   黒田

　一枚の絵の中に一人の少女の成長を構
成するという、なかなか難しい課題に挑
戦している姿勢が素晴らしいです。
　それぞれの時代の人物を放射線状に配
置し、風景と色面を組み合わせる複雑な
要素を試行錯誤しながらまとめ上げてい
る作者の粘り強さは、今後の作品でさら
に成長を期待できるように思います。

奨励賞

無邪気な脅威
井上心優   万野原新田

　ドキッとさせる表情です。見開かれた
目と半開きの口元から、心の動きが生々
しく表現されています。
　足元にいる虫との対峙というテーマは
目の付け所がユニークで、画面からその
不穏な空気と共に作者の非凡さも伝わっ
てくるおもしろい作品です。
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奨励賞

少年とけん玉
安田忠司   大岩

　時間の経つのも忘れて遊んでいるので
しょうか？淡いブルーの空が、やさしい
ピンク色でつつまれようとしています。
　人物の表現は少し拙いながらも、けん
玉に夢中になっている少年の表情に惹か
れます。淡い色彩の中にけん玉の赤が少
年の好きなものに対する情熱、弾む心を
表しているかのようです。

奨励賞

さあ！出番ですよ！
竹川瑞子   杉田

　堂々と描かれた踊り子の後ろ姿がテー
マをストレートに伝えています。抜かり
なく着々と準備をしている出番前の集中
力が伝わってきます。
　丁寧に観察し、難しい人体のフォルム
も時間をかけて細部まで手を抜くことな
く描いています。これからも丁寧に観察
し大作に挑戦し続けて頂ければと期待し
ています。
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洋
画
の
部

委嘱作品

カンパニュラ
笹倉記世子  神田川町

委嘱作品

家族
山田公代   淀川町
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委嘱作品

花火「fire works」
小林　孝   星山

委嘱作品

有為転変
藤ヶ森勉   小泉
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洋
画
の
部

委嘱作品

秋の癒し
小見山洋子   豊町

委嘱作品

出汁
Kaiga39   馬見塚
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委嘱作品

作品
渡辺和彦   豊町

委嘱作品

凪
渡辺美智子   中里東町
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洋
画
の
部

委嘱作品

M 嬢像
村上雅洋　富士市久沢

招待作品

星座との語らい…
佐野秋子   三園平
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日 本 画

二俣城

静岡県日本画連盟理事

清水照夫

　墨絵の白黒作品から色鮮やかな作品等々目を楽しませてい
ただいた。絵画は一人で出来る作業で、それが楽しみでも有
り、苦でもある。色や形にこだわらず、自分の描きたい作品が、
人にうまく伝わる様な表現の努力をコツコツとして下さい。
　賞候補として「薫風」「ストレリチア」「実りのとき」の３
点がありました。今後の活躍を期待します。
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日
本
画
の
部

芸術祭賞

夕立ち

野村温子   羽鮒

　梅雨の季節の表現が上手くできました。
雨の線は難しいのですが、画面全体に収
まりました。あじさいの白、葉の黒、バッ
クの建物、全体が調和して素敵な作品に
仕上がりました。
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優秀賞

枯　蓮
大屋初江   富士市中野

　枯れた蓮が画面一杯に広がり、色も統
一され、形も前後よく観察して描かれて
いる。作者の視点が良い。水面のわずか
に残った空間処理を色を変えて仕上げて
ほしい。
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日
本
画
の
部

岳南朝日新聞社賞

花桃の里から
山崎　博   神田川町

　女性三人のスナップ風の作品。バック
横に広がるピンクが若々しく橋の線と同
じ様に描かれ、安定感がある。緑・黄・
白と色のバランスも相互に呼応しており、
三人の目線も正面、左向きと変化があっ
て面白い。
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鉄　道
伊藤英彰   大中里

　マチエールが面白く選ばせてもらった。
一両の鉄道がぽつんとさみしく表現され
ている。秋の風景だろうか、樹々、電柱
…色鮮やかな山肌、人を引きつける作品
です。

奨励賞

奨励賞

ね　こ
伊東巨樹   宮原

　墨で一筆描きで仕上げるのは難しいです。
このユニークな動きのあるポーズを仕上げる
のに何枚練習した事か？

奨励賞

夕　日
鈴木玉江   大岩

　右下の太陽が目に入り、彼岸花と呼応して
素敵な秋の風景となりました。葉の色には緑、
朱が入り、作者のこまやかな心遣いとセンス
の良さを感じた。
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日
本
画
の
部

委嘱作品

委嘱作品

えっ！花びら 124 枚よ

薄　暮

望月君代   大中里

杉井つた江   外神

委嘱作品

野ブドウ
杉山則子   淀師
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委嘱作品

島の朝
望月規枝   矢立町

委嘱作品

日輪と蝶
宇佐美住江   舟久保町
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日
本
画
の
部

委嘱作品

山　湖
大村信子   星山

招待作品

桜花爛漫
大村雄治  外神
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工 芸

ココロの杜  ～連～旋

　出品点数 36 点です。
　多ジャンルに渡り出品された作品が富士宮市の豊かさを表している様です。一つ一つ丁
寧に積み上げられた「手仕事」が、作品の形をつくり出すように、地域に根差した工芸が
富士宮の文化を形づくっています。
　「手仕事」が富士宮にさらなる文化的発展を加えてくれると思います。

静岡県工芸家協会常任理事

鈴木　緑
静岡県工芸家協会常任理事

藤中知幸

第 44 回　  市 民 芸 術 祭　 美 術 展 作 品 集　 2 0 2 4

2 2



工
芸
の
部

芸術祭賞

きらめいて　   七宝

伊藤住子   大岩

　文様化された猫の柄、色の組み合わせ
が絶妙で楽しく、全体の色合いもとても
美しい作品です。
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夏－空を見上げて－
　染色　　

清　雅江   元城町

　見上げた空に爽やかな風が吹いてきそう
な画面構成が目を引きます。丁寧でバラン
スも良い彩色に確かな技術を感じます。

優秀賞
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工
芸
の
部

花入　想
　陶器　

塩川　明   小泉

　形に無駄が無く、ミニマムな表現と
シャープさが相まって素敵な花入になっ
ています。釉薬の感じも良く作者のセン
スを感じます。

岳南朝日新聞社賞

第 44 回　  市 民 芸 術 祭　 美 術 展 作 品 集　 2 0 2 4

2 5



阿里薩摩黄楊
孔雀杢彫埋駒

将棋駒

山田湖月   東京都練馬区

　丁寧な仕事が印象的な作品です。彫り跡、
面取りなどの仕事面と字体の柔らかさ、木
の美しさがとても良く調和しています。

奨励賞

冬椿　   染織

藤田ちよみ   原

　丁寧で細部まで目のいきとどいた機織
りが好印象な作品です。

奨励賞
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工
芸
の
部

魚龍一字島黄楊
柾目盛上駒

将棋駒

村野玉桜   馬見塚

　迫力ある字体に綺麗に盛り上げられた
漆の光沢が強い印象を与える。力強い作
品です。

小さい秋　みつけた　   

七宝

朝日栄枝   舞々木町

　作者が楽しくモチーフと向き合う姿勢
が垣間見えるような色鮮やかな七宝に目
が留まりました。

奨励賞

奨励賞
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委嘱作品

委嘱作品

春よ来い　   染色

信楽壷　   陶器

成宮よし江   山本

横関金夫   朝日町
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工
芸
の
部

委嘱作品

委嘱作品

委嘱作品

青の調べ　   七宝

きつねの嫁入り　   染色

春－藤　   染色

斉藤啓子   万野原新田

市場良子   青木

石川さとみ   豊町
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委嘱作品

委嘱作品

ばらの思い出　   染色

ヘレボルスの道　   七宝

影山千鶴子   淀川町

望月富実子   上井出
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工
芸
の
部

委嘱作品

委嘱作品

招待作品

想　   染色

羽化　   染色

自然釉ツボ　　陶器

田中治余   若の宮町

市場勇太   青木

井田髙明   下条
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書 道

実朝のうた

静岡県書道連盟相談役

増田文杏

　今回審査をさせていただくに当たって大変な緊張感をもって作品と対峙させ
ていただきました。素晴らしい作品群で選考に苦労いたしました。書き手が文
字に込める想いが観る者に伝われば、自然に足が止まります。これからも「書」
で自分だけの表現を続けていって下さることを願っております。
　今回、賞に入らなかったのですが、魅力的な作品として「李白詩」の珠光さ
んのものが心に残っております。今後ともご活躍を期待しております。
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書
道
の
部

芸術祭賞

高駢詩
佐野清風   阿幸地町

　思わず作品の前に立ち止まるほどの存
在感。堂々とした篆書の素晴らしい作品。
構成も見事。エネルギーにあふれた作品。
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優秀賞

雲まよふ
渡邉麗水   大岩

　構成の美、線の美しさ、各グループの
響き合いが美しい。紙面を大きく捉えな
がら淀みのない穏やかな流れをつくり、
すばらしい余白を見せている。
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書
道
の
部

岳南朝日新聞社賞

銭謙益の詩
仲亀慧泉   淀平町

　多字数を四行にまとめあげ、滑らかな
筆づかいに好感が持てます。墨量多く、
大胆に筆を動かして大小の変化の捉え方
も良い。
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奨励賞

杜甫詩
石川翠玉   村山

　筆づかい達者で動きが素晴らしい。紙
面全体からあふれる鋭い気迫を感じ、特
に二行目の渇筆の部分が全体をより魅力
的な作品にしている。

奨励賞

桃花の水
望月緑川   淀川町

　素直な線質、自然で伸びやかな結体に
好感。墨量もたっぷりで穏やかでゆった
りした作品に仕上がった。余白の白が効
果的。
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書
道
の
部

奨励賞

王嗣経詩
黒岩光泉   宮北町

　縦作品の多い中の横作品でした。素直
な線質で紙面全体穏やかな作品で好感の
持てる品の良いものでした。

奨励賞

蘇東坡詩
松本祥果   神奈川県相模原市

　多字数を強い線質、巧みな筆さばき、
美しい行間で見事に独自の世界を表現し
ている。
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委嘱作品

美
齋藤翠雨   星山

委嘱作品

清間之歡
後藤里果   大中里

委嘱作品

遊雲驚龍
玉川清月   小泉
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書
道
の
部

委嘱作品

花薄
古谷紫水   富士市天間

委嘱作品

塞翁が馬
加藤祥華   田中町

委嘱作品

画嶋望嶽図
佐野宮峰   豊町
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委嘱作品

黄雀会詩
鈴木飛泉   粟倉

委嘱作品

李調元詩
望月飛秀   大宮町

第 44 回　  市 民 芸 術 祭　 美 術 展 作 品 集　 2 0 2 4
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書
道
の
部

委嘱作品

唐の戴叔倫の詩

石川杏華   小泉

委嘱作品

委嘱作品

千慮無惑

古今和歌集より

佐野麗川   野中

友井志篁   神田川町
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委嘱作品

潜心観道妙
望月峰翠   内房

委嘱作品

魚龍
塩川清茜   黒田
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書
道
の
部

招待作品

白楽天詩
大城琴扇   北山
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写 真

待ち合せ

一般社団法人二科会写真部会員

薩川高宏

　今年の夏は特に暑かった。来年はどうか。テレビ・ラジオ
では不要不急の方はなるべく外に出ないように家の中でクー
ラーをかけてと盛んに言っていた。
　さーて写真の方は結構頑張っていろいろと見応えのある作
品が出揃いました。写真は外に出掛けないと撮れないですね。
これからいい季節になります。無理のない所で益々のご活躍を。
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写
真
の
部

芸術祭賞

願う

小林一久   小泉

　最近大きな事故が多く、その分なにか
と供養祭も増えてきた。線香の数からし
て大勢の人が亡くなったと感じられます。
後ろで同じく見ている人達も心は同じだ
と思います。写真は和尚の供養を軸に手
前に拝んでいる人、構図がいいですね。
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優秀賞

仕事は楽しく
吉野敦巳   元城町

　ハチマキ姿に歯をむきだした表情がと
ても素晴らしく、黄金のハンマー？でな
にやら刻印をしている。仕事の楽しみが
よく伝わるフレーミングです。周りで見
ている人を足だけにしたのも体格のいい
主役を引き出しています。
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写
真
の
部

岳南朝日新聞社賞

冬花火
森　勝彦   野中

　とても綺麗にまとめました。時間帯か
らして暮色の頃か、富士山もつぶれず花
火がとても形良く捉えています。花火の
写真はなかなか大変な所も有りますが富
士山と花火、良くまとめました。

富士フイルム賞

興徳寺の秋
戸田典子   宮町

　彼岸花を主題にして変化を付けていま
す。上の石段の所で花をボカして寺を入
れ、中はクロアゲハをアップで引き出し、
下の子供達がとんでいる所を流し撮りで、
それぞれに工夫の跡が見られます。三枚
で変化を付けてお見事。
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奨励賞

早原の朝
渡辺行庸   万野原新田

　ネコジャラシが太陽の光を受けてきれ
いに穂が光っています。あたり一面とい
うのも見事です。太陽の光が富士山の山
頂を照らしているのもいい時間帯です。
富士山の手前の樹も面々変化を付けてい
いですね。

奨励賞

クモ糸のスペクトル
松井秀実   沼久保

　クモを大きく入れてバックにクモの巣
が七色の光を浴びて見事に光っています。
左右に直線、前後に段々かなりのクモの
巣を撮っていないとこんなにはうまくは
撮れないと思います。かなりの年季を感
じます。
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写
真
の
部

委嘱作品

陽光
佐野　直   外神

委嘱作品

3,000㎜の富士山
（剣ヶ峰と 26 夜月）

門脇秀一   青木平
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委嘱作品

夏の訪れ
鳥羽　明   静岡市駿河区

委嘱作品

昇陽賛歌
加藤　曻   安居山
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写
真
の
部

委嘱作品

天空の星光跡
佐野文隆   光町

招待作品

夕暮れ時
野澤和俊   静岡市駿河区
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第 44 回

洋画・日本画・工芸
書道・写真

【一般展示】
期　日　令和６年 10 月 18 日（金）〜 20 日（日）
時　間　午前９時 30 分～午後５時（最終日午後３時まで）
場　所　富丘交流センター
主　催　富士宮市・富士宮市教育委員会

【委嘱展示】
会　期　令和６年 10 月７日（月）〜 11 日（金）
時　間　午前８時 30 分～午後５時（最終日正午まで）
場　所　富士宮市役所  市民ホール 111 会議室

洋画の部�
№ 賞 作　　品　　名 作 者 名 住　所 № 賞 作　　品　　名 作者名 住　所

【委嘱作品】 入　　選

1 カ ン パ ニ ュ ラ 笹倉記世子 神田川町 2 蓮 の 花 YUKIME 青木

2 家 族 山 田 公 代 淀川町 3 ヨーロッパ最西端の風 塚 本 典 子 小泉

3 花 火「fire works」 小 林　 孝 星山 4 風をきって！（ベルギー） 脇 村 弘 子 錦町

4 有 為 転 変 藤ヶ森　勉 小泉 5 柿 の れ ん 山 本 紀 征 舟久保町

5 秋 の 癒 し 小見山洋子 豊町 6 源 氏 物 語 鈴 木 初 恵 村山

6 出 汁 K a i g a 3 9 馬見塚 7 こ っ ち を 向 い て 小 林 基 弘 山宮

7 凪 渡辺美智子 中里東町 8 花 牛場ひな子 大鹿窪

8 作 品 渡 辺 和 彦 豊町 9 里 山 の 粧 ひ 竹川寿美枝 北山

9 M 嬢 像 村 上 雅 洋 富士市久沢 10 下田公園あじさい 清　 雅 江 元城町

11 絶景　マウントクック 村 野 広 美 大中里

12 大 好 き だ よ 大橋美佐子 大鹿窪

【招待作品】 13 恩 師 と 見 た 桜 伊 藤 由 美 富士市森下

1 星座との語らい… 佐 野 秋 子 三園平 14 大 切 な 想 い 出 遠藤喜代江 小泉

【一般作品】 15 刻 望 月 正 江 粟倉南町

入　　　賞 16 春 に 囲 ま れ て 後 藤 美 雪 富士見ヶ丘

芸術祭賞 牧 牛 横 田 節 子 上柚野 17 山 道 岡 本 隆 子 源道寺町

優 秀 賞 緊張と、ときめきと。（初めての発表会） 岡 本 治 正 東阿幸地 18 水 辺 佐野キヨ子 小泉

岳南朝日新聞社賞 雪 吊 の 兼 六 園 大 塩 和 子 北山 19 冬 晴 れ の 日 に 村 松 紀 一 北山

奨 励 賞 阿 吽 の 呼 吸 遠 藤 歳 子 源道寺町 20 マイクロキャンバスアート富士山 伊 藤 政 代 粟倉

奨 励 賞 走れメロス、富士はまだ赤いぞ！ 若 林 和 司 野中 21 し か ら れ て 島村夕起子 上稲子

奨 励 賞 growth（ 成 長 ） 真野まき子 黒田 22 館 新 畑 恭 子 源道寺町

奨 励 賞 無 邪 気 な 脅 威 井 上 心 優 万野原新田 23 狩り〜縄文時代草創期の大鹿窪遺跡を想像する〜 深 澤 科 子 上柚野

奨 励 賞 少 年 と け ん 玉 安 田 忠 司 大岩 24 山野草の庭、四月 中 鉢 満 子 野中

奨 励 賞 さあ！出番ですよ！ 竹 川 瑞 子 杉田 25 蝶あり、遠方より来る 天 野 秀 子 富士見ヶ丘

26 晩 秋 中 野 京 子 大岩

入　　　選 27 き た ！ 佐 野 叔 子 大中里

1 尾 瀬 森 下 朝 江 野中 28 夏 祭 り 髙 野 正 英 人穴



日本画の部� 　

№ 賞 作　　品　　名 作 者 名 住　所 № 賞 作　　品　　名 作者名 住　所

【委嘱作品】 入　　選

1 えっ！花びら 124 枚よ 望 月 君 代 大中里 2 秋 の 山 長谷川節子 北山

2 野 ブ ド ウ 杉 山 則 子 淀師 3 山 間 に 秋 の 訪 れ 米 山 春 江 富士見ヶ丘

3 薄 暮 杉井つた江 外神 4 親 子 岩 﨑　 誠 富士市中野

4 島 の 朝 望 月 規 枝 矢立町 5 た そ が れ 澤 柳 孝 子 北町

5 日 輪 と 蝶 宇佐美住江 舟久保町 6 燃える秋（白糸自然公園） 丹沢奈保美 万野原新田

6 山 湖 大 村 信 子 星山 7 水 蓮 渡 邊 知 子 羽鮒

【招待作品】 8 秋 桜 石 川 勝 英 外神

1 桜 花 爛 漫 大 村 雄 治 外神 9 枇 杷 に ひ よ ど り 前 嶋 幸 子 羽鮒

【一般作品】 10 春 晴 れ 小澤みつゑ 羽鮒

入　　　賞 11 ス ト レ リ チ ア 小長谷千代子 富士市八幡町

芸術祭賞 夕 立 ち 野 村 温 子 羽鮒 12 ハ イ ビ ス カ ス 三 沢 文 雄 中央町

優 秀 賞 枯 蓮 大 屋 初 江 富士市中野 13 歩く姿は…オリエントリリー 山﨑よしゑ ひばりが丘

岳南朝日新聞社賞 花 桃 の 里 か ら 山 崎　 博 神田川町 14 実 り の と き 山 本 悦 子 原

奨 励 賞 鉄 道 伊 藤 英 彰 大中里 15 西 洋 ニ ワ ト コ 岩 﨑 信 子 大鹿窪

奨 励 賞 ね こ 伊 東 巨 樹 宮原 16 新 緑 の 滝 深瀬さだ子 万野原新田

奨 励 賞 夕 日 鈴 木 玉 江 大岩 17 夏 の 音 色 サ ク ラ 淀師

入　　　選 18 春 青 柳 愛 子 北山

1 薫 風 吉 野 照 信 若の宮町 19 帰 路 の 霧 中 石 川 沙 弥 大鹿窪

29 ビル看板のある風景 古 瀬 広 大 上井出 44 よってらっしゃい 野 村 優 杏 富士市大淵

30 ぶ れ す ♡ into いとなーみー 淀師 45 と う が ら し 図 鑑 鳴 海 桃 芳 星山

31 繋 が る 田 中 治 余 若の宮町 46 時代を泳ぐアンモナイト 根 田 莉 奈 山本

32 谷 間 の 秋 野村眞知子 中里東町 47 m y 　 c o r e 中 村 咲 季 富士市蓼原

33 海 底 赤 池 那 菜 野中 48 四 聖 獣 曽根川優奈 富士市北松野

34 ね こ な べ 石 川 夏 妃 富士市伝法 49 何 か い る 杉 山 桃 子 東阿幸地

35 追 憶 佐 野 心 愛 富士市天間 50 大 切 な 花 畑 植 松 結 音 猪之頭

36 無 垢 鈴 木 未 来 小泉

37 流 れ て い く 深 沢 奈 穂 大岩

38 夜 景 と 持 田 美 香 貴船町

39 S G 遠 藤 美 咲 富士市森島

40 御 迎 え 小 川 輝 星 村山

41 秋 色 栗 田 莉 愛 富士市天間

42 時 の ケ ー キ 齋 藤 乃 綾 源道寺町

43 雨 が 流 れ る 齊 藤 苺 花 小泉



工芸の部� 　　

№ 賞 作　品　名 作 者 名 住所 種類 № 賞 作　品　名 作 者 名 住所 種類

【委嘱作品】 入　　選

1 春 よ 来 い 成宮よし江 山本 染色 5 ふ る 里 渡 邊 洋 子 原 七宝

2 信 楽 壷 横 関 金 夫 朝日町 陶器 6 酒　　　　　　 器 清　 知 行 元城町 陶器
〜音とからくりを楽しむ〜

3 青 の 調 べ 斉 藤 啓 子 万野原新田 七宝 7 水 無 瀬 書 山 崎 紀 月 山梨県都留市 将棋駒
彫 り 駒 島 黄 楊 柾

4 きつねの嫁入り 市 場 良 子 青木 染色 8 菱湖書 石 川 富 石 西小泉町 将棋駒
盛上げ黄楊赤柾

5 春 － 藤 石川さとみ 豊町 染色 9 友生作菱湖中国黄楊 山 田 友 生 富士市石坂 将棋駒
赤柾盛上駒

6 ば ら の 思 い 出 影山千鶴子 淀川町 染色 10 菱湖  薩摩板目 小野里智月 大中里 将棋駒
彫り埋め駒

7 ヘレボルスの道 望月富実子 上井出 七宝 11 菱湖書  島黄楊 笠 井 幸 月 山宮 将棋駒
杢柾彫

8 羽 化 市 場 勇 太 青木 染色 12 水無瀬書 遠 藤 燈 月 長野県東筑摩群 将棋駒
ミクラ黄楊柾彫り駒

9 想 田 中 治 余 若の宮町 染色 13 将棋駒  菱湖書彫 山 本 雄 光 野中 将棋駒
御蔵島ツゲ

【招待作品】 14 源兵衛清安 大 澤 富 月 富士見ヶ丘 将棋駒
島黄楊孔雀杢盛上げ

1 自 然 釉 ツ ボ 井 田 髙 明 下条 陶器 15 秋 の お も い で 山 下 照 美 万野原新田 七宝

【一般作品】 16 春 の ど か 奥 秋 里 美 万野原新田 七宝

入　　　賞 17 涼 風 宇佐美直子 大岩 七宝

芸術祭賞 き ら め い て 伊 藤 住 子 大岩 七宝 18 優 雅 森　早登美 富士市南松野 七宝

優秀賞 夏－空を見上げて－ 清　 雅 江 元城町 染色 19 収 穫 の 彩 り 渡邉眞理子 中原町 染色

岳南朝日新聞社賞 花 入 　 想 塩 川　 明 小泉 陶器 20 秋 の 贈 り 物 酒井みゆき 淀川町 染色

奨励賞
阿 里 薩 摩 黄 楊 山 田 湖 月 東京都練馬区 将棋駒 21 山 の 語 ら い 遠 藤 愛 子 ひばりが丘 染色
孔 雀 杢 彫 埋 駒

奨励賞 冬 椿 藤田ちよみ 原 染織 22 薫 り 立 つ 初 夏 大石喜久子 野中 陶器

奨励賞 小さい秋　みつけた 朝 日 栄 枝 舞々木町 七宝 23 猫ちゃんとおしゃべりタイム 山田真由美 山本 七宝

奨励賞
魚 龍 一 字 島 黄 楊 村 野 玉 桜 馬見塚 将棋駒 24 ひ ま わ り 鈴 木 利 子 山本 七宝
柾 目 盛 上 駒

入　　　選 25 ジ オ ラ マ 平 田 光 男 淀師 ジオラマ

1 しんちゃんの帽子 梅谷絵理穂 淀平町 鍵編み 26 あ き ざ く ら 鈴木真理子 富士市今井 染色

2 一 閑 張 り 橋本みゆき 北山 一閑張り 27 螢 袋 久 野 康 子 外神 七宝

3 結 華 笹倉記世子 神田川町 染色 28 晩 春 櫻 井 和 代 村山 染色

4 つ ば き の 花 渡 邊 森 正 半野 七宝 29 月 の あ か り 渡 邉 博 子 野中 染色



書道の部� 　

№ 賞 作　　品　　名 作 者 名 住　所 № 賞 作　　品　　名 作者名 住　所

【委嘱作品】 入　　選

1 美 齋 藤 翠 雨 星山 2 花 も か れ 亀　 美 翆 小泉

2 遊 雲 驚 龍 玉 川 清 月 小泉 3 夏 日 雑 興 山 口 優 華 小泉

3 清 間 之 歡 後 藤 里 果 大中里 4 杜 仁 傑 詩 井 出 秀 岳 上井出

4 画 嶋 望 嶽 図 佐 野 宮 峰 豊町 5 荒 氏 稲 布 の う た 清　 黄 華 小泉

5 花 薄 古 谷 紫 水 富士市天間 6 白 楽 天 の 詩 望 野 秀 鳳 小泉

6 塞 翁 が 馬 加 藤 祥 華 田中町 7 た び こ ろ も 角 替 麗 翠 富士市木島

7 李 調 元 詩 望 月 飛 秀 大宮町 8 山 の あ な た 小 林 啓 祥 阿幸地町

8 黄 雀 会 詩 鈴 木 飛 泉 粟倉 9 李 白 詩 永 田 秀 翠 源道寺町

9 古 今 和 歌 集 よ り 友 井 志 篁 神田川町 10 萩原朔太郎  宿命より   大佛 木 村 華 暢 下条

10 千 慮 無 惑 佐 野 麗 川 野中 11 太 平 の 春 石 川 星 渕 外神

11 唐 の 戴 叔 倫 の 詩 石 川 杏 華 小泉 12 春 陽 惟 村 春 葉 小泉

12 潜 心 観 道 妙 望 月 峰 翠 内房 13 落 花 の 篇 塩 川 富 月 野中

13 魚 龍 塩 川 清 茜 黒田 14 パ ス カ ル の 話 高 野 魁 栄 淀師

15 春 草 斉 土 屋 彩 秋 大中里

【招待作品】 16 朱 彝 尊 の 詩 成 田 佳 鐘 淀川町

1 白 楽 天 詩 大 城 琴 扇 北山 17 朱 彝 尊 の 詩 野 添 紀 翠 北山

【一般作品】 18 寄 王 處 平 石 光 嶺 内野

入　　　賞 19 高 青 邱 詩 佐 野 宮 翠 豊町

芸術祭賞 高 駢 詩 佐 野 清 風 阿幸地町 20 杜 甫 詩 赤 堀 秀 峰 西小泉町

優 秀 賞 雲 ま よ ふ 渡 邉 麗 水 大岩 21 語 り つ ぐ も の 髙 橋 瑞 鷹 淀師

岳南朝日新聞社賞 銭 謙 益 の 詩 仲 亀 慧 泉 淀平町 22 李 白 詩 植 松 昇 玄 羽鮒

奨 励 賞 杜 甫 詩 石 川 翠 玉 村山 23 漢 詩　 周 如 磐 詩 加 藤 美 泉 阿幸地町

奨 励 賞 桃 花 の 水 望 月 緑 川 淀川町 24 三 木 露 風 の 詩 望 月 士 岳 黒田

奨 励 賞 蘇 東 坡 詩 松 本 祥 果 神奈川県相模原市

奨 励 賞 王 嗣 経 詩 黒 岩 光 泉 宮北町

入　　　選

1 李 白 詞 中 野 珠 光 小泉



写真の部� 　　

№ 賞 作　　品　　名 作 者 名 住　所 № 賞 作　　品　　名 作者名 住　所

【委嘱作品】 入　　選

1 陽 光 佐 野　 直 外神 4 降雪にたたずむ大橋 村 井 孝 彦 猪之頭

2 3,000㎜の富士山（剣ヶ峰と 26 夜月） 門 脇 秀 一 青木平 5 晩 春 の 彩 り 佐 野 正 明 小泉

3 昇 陽 賛 歌 加 藤　 曻 安居山 6 よ さ こ い 祭 り 伊 山 正 孝 弓沢町

4 夏 の 訪 れ 鳥 羽　 明 静岡市駿河区 7 朝 霧 の 春 杉 浦 正 幸 小泉

5 天 空 の 星 光 跡 佐 野 文 隆 光町 8 異 空 間 宇佐美住江 舟久保町

9 山の中へ（広島県帝釈峡） 田 中 敏 弘 杉田

10 明 け る 里 植松宥二郎 万野原新田

【招待作品】 11 active カ ッ プ ル 金 森 正 己 山宮

1 夕 暮 れ 時 野 澤 和 俊 静岡市駿河区 12 浅間大社　夏越しの大祓い 阿 武　 誠 富士見ヶ丘

【一般作品】 13 希 望 の 朝 焼 け 河 西　 操 東京都世田谷区

入　　　賞 14 散 策 戸 田 彩 子 宮町

芸術祭賞 願 う 小 林 一 久 小泉 15 街 並 塩 川　 聡 淀平町

優 秀 賞 仕 事 は 楽 し く 吉 野 敦 巳 元城町 16 あ と の 祭 り 阿 部 浩 典 大岩

岳南朝日新聞社賞 冬 花 火 森　 勝 彦 野中 17 静 寂 鈴 木 明 美 下条

富士フイルム賞 興 徳 寺 の 秋 戸 田 典 子 宮町 18 彩 雲 佐 藤　 東 万野原新田

奨 励 賞 早 原 の 朝 渡 辺 行 庸 万野原新田

奨 励 賞 クモ糸のスペクトル 松 井 秀 実 沼久保

入　　　選

1 妖 艶 富 士 大 宮　 稔 野中東町

2 ポツンと一軒家への道 杉本千鶴子 北山

3 庭 の 花 篠 原 政 住 小泉
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